
反
対
討
論

公
共
施
設
の
あ
り
方

調
査
特
別
委
員
会

中
小
企
業
振
興

調
査
特
別
委
員
会

鈴
木
健
一
議
員

消
費
税
増
税
分
を
原
資
と
し
た

介
護
保
険
条
例
の
改
正
案
と
関
連

す
る
議
案
に
対
し
、
反
対
で
す
。

第
一
段
階
か
ら
第
三
段
階
の
介
護

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
消
費
税
で

賄
う
と
い
う
の
は
平
均
０
・
056
％

の
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
も
帳

消
し
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
消
費
税
が
増
税
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
は
引
き
下
げ
る
事
を
し

な
い
と
い
う
の
は
ご
都
合
主
義
で

す
。

新
美
保
博
議
員

議
案
44
号
中
の
知
多
南
部
広
域

環
境
組
合
へ
の
負
担
金
の
増
額
は
、

当
初
の
値
引
き
契
約
や
、
契
約
後

新
た
に
判
明
し
た
、
産
業
廃
棄
物

処
理
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
組
合
も
そ
の
問
題
を
十

分
に
認
識
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
手
立
て
を
講
じ
ず
、
着
工
間

際
に
な
っ
て
、
市
の
負
担
金
を
上

乗
せ
す
る
議
案
上
程
を
し
た
こ
と

に
賛
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

委
員
長
　
　
山
田
　
清
一

副
委
員
長
　
　
伊
藤
　
正
興

委
　
　
員
　
　
新
美
　
保
博

小
栗
　
佳
仁

水
野
　
尚
美

坂
井
　
美
穂

中
川
　
健
一

竹
内
　
功
治

渡
辺
　
昭
司

榊
原
　
伸
行

中
小
企
業
振
興
策
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

委
員
長
　
　
久
世
　
孝
宏

副
委
員
長
　
　
鈴
木
　
健
一

委
　
　
員
　
　
嶋
崎
　
昌
弘

小
出
　
義
一

芳
金
　
秀
展

山
本
　
半
治

加
藤
　
美
幸

澤
田
　
　
勝

岩
田
　
玲
子

議
案
44
・
45
・
50
号
に
反
対

議
案
44
号
に
反
対

竹
内
　
功
治

加
藤
　
美
幸

中
川
　
健
一

山
本
　
半
治

小
栗
　
佳
仁

坂
井
　
美
穂

公明党創造みらい半田

小
出
　
義
一

志民
ネット

自民
クラブ

維新・半田
市 民 の 会

無
所
属

議員名

議案名

嶋
崎
　
昌
弘

鈴
木
　
健
一

新
美
　
保
博

山
田
　
清
一

榊
原
　
伸
行

久
世
　
孝
宏

渡
辺
　
昭
司

岩
田
　
玲
子

澤
田
　
　
勝

伊
藤
　
正
興

鈴
木
　
幸
彦

水
野
　
尚
美

沢
田
　
　
清

芳
金
　
秀
展

石
川
　
英
之

議決
結果

議案
番号等

○

令和元年度半田市介護保険事業特
別会計補正予算第１号
（低所得者の介護保険料の軽減強
化に伴う歳入予算を補正するもの）

議

○

令和元年度半田市一般会計補正予
算第１号
（総務：寄付金を基金に積み立て
るもの。一般財団法人自治総合セ
ンターコミュニティ助成金を財源
に、緑ヶ丘区始め４団体から要望
のあった備品等を購入するもの等）
（文教厚生：感染症リスクのある
未就学児に対応する地域型保育事
業等）
（建設産業：２市３町共同で建設
する新しいごみ処理施設の予定地
で、新たに建設廃材の埋設が確認
され、その処理のために負担金を
約３，３８５万円増額するもの等）

議
半田市介護保険条例の一部改正に
ついて
（消費税率引上げの財源を、保険
料軽減に適用するもの）

○議

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

●

○

○

不

●

○

○

不

●

○

○

不

○

○

○

不

○

○

○

不

●

○

○

不

●

○

○

不

●

●

●

採

原案
可決

原案
可決

不採択議

原案
可決

議案
44

請願
１

議案
50

議案
45

後期高齢者医療の自己負担を２割
にしないことを求める請願

（表の見方）議は議長（採決に加わらない）、○は賛成の議員、●は反対の議員、退は退席の議員、欠は欠席の議員
※請願については、採択することを「採」、不採択とすることを「不」と掲載しています。
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新
し
い
広
聴
の
あ
り
方
に

つ
い
て

小
中
学
校
等
で
の
日
本
語

教
育
の
対
応
に
つ
い
て

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

生
涯
学
習
計
画
の
改
定
に
向

け
た
文
化
振
興
の
あ
り
方
に

つ
い
て

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

か
ら
見
た
景
観
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化

に
つ
い
て

現
在
半
田
市
で
は
、
総
合
計
画

を
は
じ
め
と
し
た
、
各
種
計
画
の

策
定
・
見
直
し
に
、
幅
広
く
市
民

か
ら
意
見
を
聴
き
、
そ
の
反
映
に

努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
民
の
関
心
が
高
い

施
策
や
事
業
の
計
画
立
案
に
は
、

十
分
な
市
民
参
加
が
得
ら
れ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

市
民
協
働
を
進
め
て
い
る
半
田

市
と
し
て
、
今
後
、
企
画
段
階
か

ら
、
市
民
の
声
を
幅
広
く
聴
く
こ

と
で
市
民
の
望
む
、
よ
り
よ
い
市

政
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
出
来

ま
す
。
幅
広
い
市
民
の
参
加
を
求

め
、
そ
の
声
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
市
民

モ
ニ
タ
ー
制
度
、
市
民
討
議
会
等

の
、
新
た
な
広
聴
の
手
法
や
そ
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
を

行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
、
幅

広
い
市
民
の
声
を
活
か
し
た
市
政

運
営
が
為
さ
れ
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
、
更
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

平
成
13
年
に
国
が
「
文
化
芸
術

振
興
基
本
法
」
の
制
定
し
て
以
降
、

文
化
振
興
は
多
く
の
自
治
体
で
重

要
施
策
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
県
下
で
も
文
化
振
興
計
画
を

整
備
し
て
い
る
自
治
体
は
、
20
を

数
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
と
し
て
捉
え
る
分
野
を
定

め
、
目
指
す
目
標
や
取
り
組
み
方

を
見
直
す
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と

で
す
。
近
隣
で
も
「
文
化
振
興
計

画
」
を
策
定
し
、
目
覚
ま
し
い
成

果
を
出
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。
先
進
自
治
体
の
中
に
は
、

所
管
を
市
長
部
局
に
移
し
、
よ
り

積
極
的
な
推
進
を
図
っ
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。

半
田
市
の
「
文
化
振
興
」
は
、

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
中
の
ひ
と

つ
の
項
目
に
位
置
付
け
ら
れ
、
教

育
委
員
会
の
所
管
と
な
っ
て
い
ま

す
。
「
文
化
振
興
」
を
進
め
る
目

的
を
再
確
認
し
、
豊
か
な
市
民
生

活
造
り
に
繋
が
る
よ
う
見
直
し
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

半
田
市
に
お
け
る
景
観
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
五
つ

あ
る
都
市
づ
く
り
の
目
標
の
一
つ

に
、
「
歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち

半
田
」
と
説
明
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
平
成
22
年
策
定
の
景
観

計
画
と
連
動
し
な
が
ら
景
観
形
成

重
点
地
区
整
備
事
業
（
景
観
整
備

工
事
と
景
観
形
成
に
寄
与
す
る
建

築
物
等
へ
の
助
成
を
行
う
）
と
、

ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り
推
進
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
景
観
形
成
重
点
地

区
に
な
っ
て
い
る
亀
崎
地
区
、
岩

滑
地
区
、
半
田
運
河
地
区
と
も
に

景
観
の
形
成
が
遅
々
と
し
て
進
み

ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
存
す
べ
き
建

築
物
の
解
体
が
進
む
な
ど
、
半
田

市
民
の
心
の
故
郷
を
ど
う
す
べ
き

か
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
現
在
半
田
市
が
取
り

組
ん
で
い
る
景
観
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化
を
大
き

く
前
進
さ
せ
る
手
立
て
を
調
査
研

究
し
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会
で
は
効
率
的

で
迅
速
な
議
会
運
営
を
行
う
有
効

な
手
段
と
し
て
、
I
C
T
（
情
報

通
信
技
術
）
を
調
査
し
、
議
会
関

連
資
料
の
電
子
化
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
、
文
書
の
保
存
・
管
理
の
効

率
化
を
調
査
研
究
し
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
に
は
、
日
本
語

教
育
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
令
和

元
年
５
月
１
日
時
点
で
210
名
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
へ
通
学
し
て
い
ま
す
。

一
日
で
も
早
く
日
本
語
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
皆
と

一
緒
に
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

効
率
的
な
日
本
語
教
育
環
境
が
整

う
こ
と
を
望
み
ま
す
。
以
上
、
議

長
よ
り
諮
問
を
受
け
速
や
か
で
的

確
な
提
言
を
す
る
た
め
調
査
研
究

し
ま
す
。

半田市議会では、各委員会が目的意識をもって調査テーマを設定し、課題の解決に向けて調査・研究を
１年間行っています。今年度の調査テーマについては以下のとおりです。

総
務
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

令和元年度
各委員会　プロジェクトの調査テーマ

政
策
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

9 はんだ市議会だよりNo.208 令和元年8月1日


